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（本論文ノ大要ハ昭和7年10月第32回北陸腎學曾二於テ慶表セルモノナリ〕

              第1章 緒   言

 残聴利用ハ聾唖教育殊二口話法政授二於ケル主要原理．ニシテ，假全英ノ魏力賞用二供スル

能ハズト離モ，言語及ビ智能ノ護達ハ税法ノミニヨルモノノ遠ク及ブ所ニアラザルハ特殊教

育家ノミナラズ，書家モ亦認ムル所ナリ．從ツチ聾唖児二歳キ英ノ聴鋸程度ヲ知ルハ聾唖教

育者ノ立場ヨリシテ極メテ有意義ナルコトナリ．然レ共此ノ如キ調査八本邦各地ノ聾唖學校

皇逓ネカラズー殊二當地方二於テ未グ．．之ヲ間カス．著者等ハ石川縣立聾醜學校合兄重二就

キ，詳細ナル魏力瞼査ヲ途ゲ，以テ聾嚥教育進展ノー端ニモ費セント欲シ，此鹿二検査成績

ヲ叙逝1セントスルモノナリ．

              第2章 文   厭

 サテ聾唖ノ魏琵二就キ注目シ，之ガ系統的ノ調査ヲナセルハニP丘ngst㎝ニシテ，氏ハ嚢腫

教育皇從事スルニ當リ，聾唖兄二対シ「アルファベット」ノ音ヲ標準トシテ聾踊見ノ魏蟹ヲ検
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シ，英ノ結果ニョリ學級編成ヲ行ヘリ．共役1800年ノ初頭二室リIta・dハ禽詩語，時計，扉

ノ開閉音，銃砲ノ音ヲ基本トシ，聾嚥ノ魏畳ヲ分類シタルハ可ナリ科學酌傾向ヲ帯ピクルモ

ノト云フベシ．Schma1・ハ寓話語ノ聴取可能ナルモノ，騒音（笛馨，銃聲，雷鳴）ノ聴取可能ナ

ルモノ，及ビ之等ノ聴取不能ナルモノノ3極類二分別シクリ。之二準擦シMeissner，Toyb㏄

等ハ聾噸魏琵二就キSchma1πノ業績ヲ追試スル所アリタリ．H耐mannハ又4種類二厚別シ1

全聾，鐘聲ヲ聴取シ得ルモノ，人襲ヲ聴取シ得ルモノ及ビ人語ヲ魏取理解シ得ルモノトシ，

865名ノ聾唖中合聾60．2名，鐘聲ヲ聴取シ得ルモノ2牛3％，人馨ヲ魏取シ得ルモノ1L2％，

人語ヲ魏取理解シ得ルモノ生3名ノ成績ヲ得タリ．

 上述ノ方法ニコル魏蟹ノ分類ハ幾分粗雑ノ講   第1表 完全聾及ビ部分野二關

ヲ冤レス．系統的二魏蟹ノ存否ヲ実ロリ得ルハ連       スル諸家ノ統計

綾音叉畠コル検査ニシテ，現今授モ多ク使用

サル・ハI三ezold－Edelml／n11氏ノ連綾音叉ナリ．

及ZO］dハ該音叉ヲ用ヒテ人ノ耳ノ聴覚機能ヲ分

析シ，且ヅ叉聾唖ノ簸蟹褒遺ノ獲見上猷ク可カ

ラザルモノト構セリ．師チ人襲，或ハ言者極器具

ニコル音響ヲ以ナセル検査法ニテ聴琵ノ護見不

能ナリシモノモ，連絞音叉ニヨリ之ヲ獲兇セシ

コト砂ナカラズ．

 Bezo1dガ1893年1M1廿nchen聾唖學校生徒79名

158耳二就キ連続青叉ヲ使用シ聴畳ヲ検セルバ

英ノ皓矢ニシテ，聾唖ノ研究上一大進歩ト鵜ス

ベク，英ノ成績ハ叉構成アルモノニシテ，全聾

48耳（30－4タ6），聴畳残遺ノモノ！08耳（68．4岩），

他ノ2耳ハ確定不能ナリシモノナリ．印チ之ニ

ヨリ聾噸生中全ク鍍蟹ヲ有セザルモノ（完全聾）

及ビー定ノ音階二対シ聴覚ヲ有スルモノニ分別

セラレタリ、共役諸家ニヨリ把ez01d二倣ヒテ

聾嚥ノ魏蟹検査ヲ行ヒ，有益ナル業績ノ護表ヲ

見タリ．

 試ミニ文戯二記載サレタルモノヲ摘録スレバ

次表ノ如シ．

 印チ上表二親ルカ如ク完全聾ト部分野トハー

定ノ比率ヲ有セズ，調査者ニヨリ甚シギ差異ヲ

示ス．カ鱗氏ノ成績ハ艦テ部分野ニシテ，完全

聾ヲ認メス、
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調査者j年代纏1部分聾．
追・舳 @ ・…1…％・・助
遍・珊1d   ≡1898r28．8〃 71・2・

lBarth           工899  65．5〃   34．5〃

P鴉sow       11899121．4〃 ≒78．6〃

       i   ■
Pas昌。w          1899 ；32．0〃   68．0〃

L旋。her       1899， 7．7〃 ！92．3〃

Schw㎝dt W皿gncr1899 26．4パ73．6〃

1Bolc…tos          1899  17．6〃 ≡ 82．4〃

          一   r
Kiokhefe】        エ899 1 17．2〃 一 82．8〃

。㎝。改 1。。。。舳！舳
巫皿、。i．k  11900302〃6蝸〃
エユ皿ss］皿ner       11900  545〃 1 45・5｝

W㎜ηer     1901 29．工〃 70．9〃

Rundst【むm        190王  13．O〃   87．O〃

Presbrasdensky    1901 ≡ 53－O’’ ＝ 47－O〃
。、。。i、、、1。。 1。。1」。。。、、一蝸”

。。。、。町、 、。。。1。。1。、、舳

Kδb・1    190227石〃172・4〃
Treitel       1902 51．1〃 148．9〃

B舳    190343・9〃15ωll
L乱血加。i昌C11乱v証nno，1903  62．2〃  37，8〃

N証ger           1903  28ユ〃 一 7L9〃

。、1。。。it、、。 。。O。。。9”；。川

上皇rock            1907  36，7ψ   63．3〃

Alex皿nder
        1908  47．1〃   52．9〃
   M皿。kenzic
カロ   納1ユ910－62・O〃 38・0〃
Gugielmetti     1913  18石〃  8ユ、4〃

ScbOnhnk        1920  17．3〃   82．7〃

Wodack     1920 29．6〃 70．4〃
Komp凪nei既    11925 5＆0〃  42．O〃

加  藤1ユ9280川OO刀”
内    田」19281592〃 408〃
辰    己！1930－21．5〃一7＆5〃

二宮，駄成瀬1・…舳一砿・・
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 L㎜ois u・Chavameハ62．2名，加納氏ハ62．O名ノ完全聾ヲ認メタルモ，Rundstrδmハ

13・O％，1Falko㎞tsch〈12．9名，Luscherハ7。脱ノ低率ナリ．加藤氏ノ調査ハrオーチオメ・

タ■」ニヨリ鑓蟹ヲ強シタルモノーシテ，近藤氏ノ素ベルガ姉ク聾唖1見鑓力瞼査二際シ「オー

チオメーター」ニコル際rレシーバー」ヲ耳二宮テル爲骨導ノ存在ヲ避クル能ハズ，之ニヨリ

魏蟹診査ノ誤謬ヲ生ズルコトヨリ，Be乞。1d－Ede1mam氏音叉ヲ使用スルニ如カズト云ヘリ．

或ハ然ラン．

 諸家ノ統計ニョレバ部分野ハ完全聾二比シ多数ヲ出ム．上表ヨリ完全聾多数ト認ムルモノ

エ0氏，部分野多数ト認ムルモノ24氏ニシテ約7割八部分聾多数ナリト報告セリ．

 期タノ如ク聾唖ハ完全二聴蟹ヲ消失セズ，一定ノ鏑蟹残遺者上ヒ較的多ク，而モ此ノ聴遺ニ

ハ種々ノ階級アリ．師チ音階ノ上部ノミヲ聴蟹シ下部ハ金ク鉄損セル号ノ，或ハ之二反スル

モノ，英ノ中間ノミヲ魏取シ得ルモノ等多数ノ種類アリ．二Bczo1dハ之ヲ6種二分類セリ．之

レ鏑琵検査上，一般ノ標準トシテ學者ノ賞讃スル所ナリ．

 匿ロチ

   第1類魏喚ヲ有スルモノ（但シ1列ノ鑓遺3オクターブ」以下）．

   第2類鑓隙ヲ有スルモノ（但シ1列ノ魏遺3オクターブ」以上）．

   第3類 音階ノ上半部91二五ルマデ挟除セルモノ．

第一2表  部分聾ノエ始・01d氏分類法ニコル諸家ノ統書十

調査者1年代1警蟹 完鑓1第1類1第・類一≡第・類1第・類」第・類1第・類
一

lBeZ0岨 1893． 158 30・4％ 17．7％一12．7％ O・6％ 5・1％ 11．4％ 20．9％

Beエ。ld 1898 118 28．8〃 15．3〃■ 5．9〃 4．3〃 5．9〃 8．5〃 31，4〃

丑趾th 1898 174 65．5〃
5．2〃■9．8〃    i

ユ．2〃 3．5〃 2．3〃 10，8〃

Schwendt，V皿mer         b 1899 94 26．6〃 30，0〃一5．3〃 0〃 2．1〃 5．3〃 29．9〃

Kickhefol 1899 58 17．2〃 5．2〃！22，4〃 0〃 20．7〃 3，4〃 31．1〃

lBe－e他冒 ユ899 68 17．6〃
ユエ．7〃127．9〃

0〃 8．8〃 10，3〃 23．5〃

I，ii盲Cher 1899 26 7．7〃 15．4〃 3．8〃 O〃 23．1〃 3．8〃 42．3〃

I）eoker ユ900 126 49．2〃 24．6〃一5．6〃 3．2〃 3．2〃 2．4〃 12．O〃

S・bmiege1目 1901 368 36．4〃 12．5〃，17．1〃 L4〃 8，7〃 4．4〃 19．6〃

H皿昌豊hner 1901 178 54．5〃 10．7〃，6．2〃 0，6〃 2．8〃 1O．1〃 15．2〃

Schubert ユ901 144 25．0〃 9．0〃■12．5〃 O．7〃 9．1〃 9．7〃 34．O〃

、Vエロr1e工 1901 216 29．1〃 13．9〃≡ 6，5〃 3．3〃 6．9〃 1O．2〃 30．1〃

．Kお1』el 1902 58 27．6〃 18，9〃．10．4〃 O〃 1．7〃 O〃 41．4〃

KΦol ig02 76 42．ユ〃 5．3〃i13．2〃 2．6〃 O〃 2．6〃 34．2〃

止’皿1kowitsch 1903 62 12．9〃 8．0〃i I9．3〃 O〃 4．8〃 2ア．4〃 27．4〃

N・g・・ 1903 96 2811〃 5．2〃 5．2〃 1．0〃 O〃 17．6〃 67．9〃

Br⑪ok 1907 98 36．7〃 6，1〃 6．1〃 3，O〃 5．工〃 ユO．2〃 32．5〃

加     納 1910 ユ50 62．0〃
5．3〃一 1．3〃    一

O．7〃 2，7〃 2．7〃 25．3〃

Komp㎝ejet・ ユ925、 76 58，0〃 ユ9・7〃l g2〃 6．6〃 コ．3π O〃 5．3〃

内     田 1928 238 59，2〃 4，6〃！5．0〃 5．O〃 5．9〃 5．5〃 7．6〃

辰      己 1930 158 21．5〃 34．8〃  9．5〃 2．5〃 8．9〃 7．6〃 15．2〃

二宮，曾木，成瀬 1933 ユ56 57．1〃 19．9〃19．O〃 O．6〃 3．2〃 3．8〃 5．1〃

【3 】



4324 豊田・石黒・前田

   第牛類 音階ノ上端及ビ下端ヲ鉄除セルモノ．

   第5類音階ノ下端昌於テ4オクターブ」以上ノ音階ヲ鉄除シ，上端二於テ筐二鉄除

       セルカ，或ハ全然ナキモノ．

   第6’類 音階ノ上部ハ金ク鉄除セザルカ，或ハ健二猷除セルノミニシテ，下部ハ4オ

       クタrフ」未満ノ音階ヲ献除セル毛ノナリ．

 此ノ如キ分類法二目リ部分聾ノ詳細ナル検索ヲ遂ゲシモノ砂ナカラズ．諸家ノ調査セル成

績ヲ表示ス’レハ第2表ノ如シ．

 諸家ノ統計．ニョレバー般二第6類二麗スルモ
                         第3表先天性並二後天性聾唖
ノ甚ダ多ク1次デ第1類1第2類ニシテ・他ハ     ノ完全聾比率二關スル

低率ヲ示スコト多ジニ然レ共本邦聾唖鬼二於テ      諸家ノ統書十

ノ辰巳氏（大阪地方）二宮・曾木・成瀬氏等（熊木

地方）ノ統計ニョレバ，諸外国ノモノト趣ヲ異

ニシ共二第1類ノ多数ヲ占ムルバ注目二慣ス．

 聾唖ノ原因別二就キテモ魏鋸状態ヲ検1索スル

ハ興味アル事費ニシテ，且ツ共ノ結果ヨリ聾聰

魏器ノ侵襲部位モ推論シ得ル所紗ナカラズ・諸

家ノ統計ヲ摘記スレバ次ノ如シ．

 師チ諸家ノ調査セル成績ニョレバ完全聾ハ後

天性聾唖二於テハ先天性二比シ・澄二歩シ．上言巳

ノ14統計中一先天性聾唖ノ完全聾多シト認ムルモ

ノ健二3統計二過キズ，叉他方聴器侵襲状態二・

就キテモ比ノ姉キ威綾ヲ以テ考察スレバ後天性

調  査  者 年代
先天性 後天性
聾 唖 聾 哩

…             一                    一     ■       ■  L 1 山   皿      』 一           L   」

Beエ01d 1893 23．7％ 4ユ．4％

BeZ01d 1898 16．7〃 32．7〃

追arth 1898 58．8〃 42．1〃

Schwen砒W鵯ne・ ユ899 17．6〃 37．5〃

Kickhefe工 エ899 13．6〃 16．7〃

I工asslaner 1900 35．2〃 60，⑪〃

Denker 1900 38．8〃 59．2〃

Troito1 1903 30．0〃 70．0〃

Nager 1903 22・7〃134・1〃

加      納 ユ910 65．1〃1 59．7〃

G・glielmetti 1912 9，O〃 30．O〃

Wod£ck 1920 31．5〃 37．5〃

内     田 1928 52．8〃 82．1〃

二宮，曾木，成瀬 工933 61．3〃 51．5〃

聾唖ハ先天性二比シ蝸牛殻ヲ犯サルコト進シキモノノ如シ．

            第3章 被検人員並二検査方法

 被楡人員ハ石川縣立聾唖畢校児童全員テルモ，襲囎兄ノ鶉カ糠査ハ比較的困鰹ニシテ，聾唖者幼少ナル

カ，或ハ智能護運悪ツキモノニ於テハ更二困難ニシテ硅兵ニシテ金ク不能ナルコトアリ．叉ハ繍者トノ意

志通ゼザルコト多ク，危惧ノ感ヲ懐カシムルコト砂ナカラザリシヲ以テ，強力轍査二際シテハ，団唖學穣

教師或ハ保護者ノ1司俘ヲ求メ之ガ繊査ヲ遂行セリ．

 検査ハBeエOld－Fde］maηn民音叉ヲ使用セリ．蓋シ聾唖兄ハ橡査二際シ聴取セントスル努力ヨリ，音叉

ノ振動セザルニ鶏取シウルト答フルモノアリ，爲二藪回ノ櫨査ヲ線リ連ヘセルコト再三ナラズ．敬二糠者

八大ナル忍耐ト努カトラ鶴フニアラザレバ正確ヲ期シ難シ．晋ノ畷波ハ氣歴，湿度，深度等ニョリテ蟻化

スルモノテルモ・著番等ノ検査ハ6月ヨリ10月迄二行ヒシモノニシテ・書二割スル気象ノ影響ハ考慮ノ中

ヨリ除外セリ．圧ツ橡査ハ午後3時ヨリ午後7時頃迄三行ヒツモノニシテ，本教室二未ダ無饗室ノ設備ナ

キヲ遺憾トスルモ，楡査………ハ最モ閑静ナル室ヲ選ピ，可及的外界ノ影響ヲ避ケタリ．

 此ノ如クシテ正確ト信ズル二足ル被橡人員53名106耳ヲ得タリ．

                   【 4 】
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              第4章 検 査 威 績

 サテ聾睡見ノ魏蟹ヲ完全聾ト部分野昌分チテ之ヲ観察スルニ53名五06耳申完全聾，35耳帥

チ33．0名，部分聾71耳勘チ67．O名ニシテ，魏鋸未ダ残存セルモノ遥二歩藪ヲ占ムル毛ノニ

                     シテ，一般二先進諸家ノ調査成績ノ示ス如ク
  第4表検査成績（1）聾唖免ノ魏蟹

＼＼
_華度困因理 二二＼

完全聾 部分聾 合計
I  I   …      皿 皿 …            皿       一     …

先天性聾唖 25耳 37耳 62耳

％ 40．3 5凱7 100

一 一、■ 一    ’           H ’ ，  ’一 一I I   o ■   ⊥ 一

後天性聾唖 1O耳 34耳 44耳

％ 22．7 77．3 100

皿 ■     ■   o

合    計 35耳 71耳 106耳

％ 33．O 67．O 100

聾唖二於テ部分野多シドイフ事費二相一致セ

ルモノナリ．

 之ヲ失宮原因二從ヒテ分別スルニ，先天性

聾唖二於テハ3一名62耳中完全聾25坪（40－3名）

部分野37耳（59．7％），後天性聾唖22名糾耳中

完全聾m耳（22．7％），部分野34耳（77，3％）ニ

シテ，共皇部分聾高率ヲ示セルモ，後天性聾

唖二於テハ先天性聾唖二比シ，部分聾逢二歩

キ結果ヲ得タリ．之レ諸家ノ調査成綾二相反スルモノノ姉キモ，著者等ノ調査昌コル被検人

員二於テハ聴器蝸牛殻ノ侵襲セラル・コト先天性聾鰯二於テハ後天性聾唖二比シ基シキモノ

ト思I1棒セラノレ．

 次二部分聾ヲBe匡。ldノ分類二從ヒ6類二分別シテ観察ス1ノバ弐表ノ如シ．

         第5表検査成績（2）皿e・old氏分類法ニコル統計

先天性聾唖 25耳 19耳 8耳 1耳 2耳 3耳 4耳

％ 40．3 30．7 12，9 1．6 3．2 4．8 6．5

後天性聾唖 10耳 12耳 7耳 1耳 O 4耳 10耳

％ 22．7 27．3 15．9 2．3 O 9．1 22．7

一一@ ■ ■ … L一 ｝」 ⊥一 ■

合    計 35耳 31耳 15耳 2耳 2耳 7耳 工4耳

％ 33．O 29．2 14．2 1．9 1，9 6．6 13．2

 師チ部分嚢中第1類二鶴スルモノ29－2名ニシテ最多ヲ示シ次ヂ第2類第6類ノ順序ニア

リ，他ハ比較的妙シ．此ノ成績モ亦西歓二於テ調査セラレタル第6類多藪ヲ占ムコトノ多キ

事費皇反スルモ．木部聾唖兎二就キ調査セル辰巳氏及ビニ宮・曾木・成瀬氏ノ成績二相似タル

モノアルハ興味アルトコロナリ．

          第6表 検査成績 （3）先天性聾畷魏蟹細別表

ズベ
完鰯1第・類1 第2類 第3類 第・類」第・類1第・類

血縁闘係アルモ
ノ

6耳一
A、、！ 7耳 6耳 0 1耳 1耳 1耳

％ 31，7 27．4 O 4，5 4．5 4．5

1         L    1皿                    1 ＿．一

u
一                 ■          L

■    、一   ■⊥        一     一   一■               ■      一｛
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 更二先天性聾晩中共ノ両親二血縁闘係アルモノト総ラザルモノ二分別シ，英ノ魏鋸二就キ

細別スレバ第6表ノ如シ、

 印チ血縁關係アルモノ11名22耳中完全聾6耳27．4老テルニ，血縁開係ナキモノ20名40耳

申完全聾二9耳斗9．5％ニシテ，前者二於テハ蝸牛殻ノ犯サル・コト後者二比シ僅少ナリト表フ

ベシ．而シテ両者共二第1類多藪ヲ占メ，次デ前者ハ第2類，後者ハ第・6類ナリ．

 更豊後天性聾唖ノ原因別ニョリテモ，魏能程度ヲ調査セル皇家表ノ如ク，

       第7表検査成績（4）後天性嚢腫原因別一コル魏蟹細別表

1完鰯1第1類第・類i第・類 第4類 第5類 第6類 合計
1…凹         ’  一■  一      一」     ’■   ■       ■土止         I   ■         一    …

麻   疹 2耳 o 3耳 o 0 O 5算 10耳

膿及ピ艘膜疾患 4〃 4耳 1〃 O C 1耳 O 10〃

耳疾患1・・ 1〃 2〃 O O 1〃 3〃 10〃

    え外   傷；1〃

@   I
4〃 o 工耳 o O 2〃 8〃

腸チフスiO 1〃 o 0 O 1〃 O 2〃

肺 炎10    ，
ユ〃 0 O 0 1〃 O 2〃

侮懐病10
ユ〃 o o o ユ〃 0 2〃

＾                  ■一       一一             一一      一          ■o1 一     1 1       山 一   」』1 IL        一」 」        一           ’            、  ■     一■■

合  計…耳・・耳 6耳 ユ耳
1

5耳 1O耳 44耳

麻疹，臓及ビ脳膜疾患ニヨルモノ及ビ耳疾患二起因スルモノ各々lo耳申，完全聾ハ脳及

ビ脳膜疾患ニヨルモノ最モ多ク早耳，次デ耳疾患ニヨルモノ3耳，麻疹ニヨルモノ最モ砂

ク2耳ナリキ．外傷ニヨルモノ8耳中完全聾健二】耳ニシテ，他疾患ニコルモノハ症例数基少

ナキモ，総テ完全聾ヲ認メス．症例ノ少藪ナルヲ以テ断言スルハ不可テルモ，著者等ノ調査

セル聾唖兄二就テハ脳及ビ脳膜疾忠二因ルモノ蝸牛殻ヲ犯サル・コト最モ甚シク，次デ耳

疾患，麻疹ニコルモノノ順ニアリ、亥二聾嚥兇個々果シテ両耳共完全聾ナルカ，或八部分聾

ナルカ，若シクハ両耳共聴麗残存セルカハ興味アル事柄ニシテ，之ガ調査ヲ行ヒタル成績訳

表ノ如シ．

                     53名中両耳共完全聾ナルモノi2名（22．6名）i
    第8表検査威綾（5）

＼…鋼種類光琳■後天性合計
        襲 1盟 聾 哩懸畳量蟹二〉】
         9    3    12

両耳共完繊（進1竺小笠
二葺蝪∴、、1、∴1，1、）1（、よ1。〕

      115－15－30繭耳兵部分野1〔48．4％）一（68．2％）1（5a6％）

合 計い1 ・・ 53

耳完全聾1耳部分野ナルモノH名（20．8％）両耳

共二部分野ナルモノ30名（56－6％）ニシテ，両耳

共二聴鐙遺残セルモ，他二比シ濫二歩数ニシテ

過半数ヲ越ユ．更二之ヲ夫宮原因別二機察スル

ニ，北天性聾唖31名二於テハ両耳共完全聾g名

（29・Oヌ6）l1耳完全聾1耳部分野7辛（22・6名）

両耳共部分野15名（48一妬）ヲ示シ，後天性嚢腫

22名二於テハ両耳共完全聾3名（13．6名）］耳完

全聾」耳部分野4名ユ8．2夕6），両耳共部分野I5名（68－2ヌ6）ニシテ，隊国別二観察スレバ先天

性聾吸ハ両耳共完全聾及ビI耳完全聾1耳部分野ノモノ後天性聾唖二比シ高率ヲ示シ，両耳

                   【 6 】
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共部分聾八反之後天性聾唖ハ濫二高率ヲ示セリ．内田氏ノ支那人聾願二就キ槍セル新ニョレ

バ1H9名申両耳共完全聾ナルモノ37名（40．66名），辰已氏八大阪地方ノ聾暇ヲ検シ79名申両

耳共完全聾g名（11・4劣），二宮・曾木・成瀬氏等ガ熊本地方聾唖兄ニョリ得タル成績ハ78名申

両耳共完全聾唖35名（仏5名）ニシテ，之ヲ著者等ノ威綾二比スレバ，辰巳氏ノ報告ハ北陸地

方ノ聾唖鬼ヨリ両耳共完全聾ヲ有スルコト濫二妙ナキヲ示スモ，他ハ高率ヲ示セリ．而シテ

原因別ニヨリ観察スルニ内田氏ハ先天性聾噸ノ40．66％ハ両耳共完全聾二麗シ，後天性聾噸

ハ71・43％ノ高率ヲ示シ，二宮・曾木・成瀬氏ハ北天性聾嚥ノ52．5名，後天性聾唖ノ35－5％ハ

両耳共完全聾ニシテ，両者ノ報皆ハ著者等ノ検査成綾二比シ遥二高率ヲ示スモノニシテ，内

田氏ノ先天性聾嚥ノ両耳聾唖百分率ハ後天性聾唖二比シ低率テルハ著者等ノ報告ト異ナレ

リ．

               第5章 総   括

 内耳ハ蝸牛殻ト前庭牛規管器トニ分タレ，共ノ機能ハ蝸牛殻二於テハ魏蟹ノ管掌ヲナシ，

前庭牛規管ハ共ノ官能未解決ノ鮎勘ナカラズト雌モ，身磯ノ均衡，頭部並二身罐ノ位置及ビ

運動ノ感覚及ビ魑幹筋ノ緊張能カノ維持二関係スルモノノ姉シ．著者等ハ内耳機能ノー部ナ

ル麗覧ヲ聾唖見53名108耳二就キ検索シ，之ガ締納ナル分類ヲ行ピタ1，．蓋シ聾噸二1聴蟹ノ

遺残セルコト勘ナカラザルハ先進諸家ニヨサ明ラカニセラレタル所ナリト難モ，北陸地方聾

唖見二就キテ八本成績ヲ以テ嗜矢トス．聾唖教育指導二鴬リ本成績ヲ参考トシ，以テロ話教

育費施二當ラバ該教育進展二賛スル所勘ナカラザルベシト信ズ．

 而シテ著者等ノ得タル威綾ヲ総括スレバ，

 1）被検i06耳中完全聾35耳（33．o劣），部分聾7i耳（67．o劣）ニシテ，之ヲ炎宮原因別二観

察スレバ，先天性聾唖62耳中完全聾25耳（40，396），部分野37耳（59．ア名）ニシテ，後天性聾唖

糾耳中完全聾10耳（22．7岩），部分聾34耳（η一3名）ヲ得タリ．

 2）鶉蟹ヲ全然消失セサル部分野二就キ’，Be・o1d氏ノ分類法ニヨリ分別スルニ，第一類最

モ多ク，歓デ第2類，第6類ノ順序ニアリ．之ヲ原因別二親察スルモ第1類共二最多ニシ

テ，先天性聾唖ハ第2類，第6類ノ順ニシテ，後天性聾唖ハ第6類，第2類ノ順序二子リ．

 3）先天性聾唖申血縁關係ヲ有スルモノト，然ラザルモノ二分別シ｛魏蟹程度ヲ観察スル

ニ前者22耳申完全聾6耳（274名），後者40耳申完全聾19耳（49．5ヌ6）ナリキ．

 4）後天性聾噸ノ原因別ニヨリ魏箆程度ヲ観察スルニ，膿及ビ脳膜疾患ニヨルモノ完全聾

最モ多ク，家デ中耳疾患ニヨルモノ，麻疹ニヨルモノ，外傷二基因スルモノノ順序ニアリ，

腸チフス，肺炎，イ句儀病ニョル名ノ手於テハ完全聾ヲ認メザリキ．

 5）53名申両耳共完全聾ナルモノ12名（22．6％）， 片耳完全聾片耳部分野ナルモノ11名

（20．8％），両耳共部分聾ナルモノ30名（56．6ヌ6）ニシテ，両耳共完全聾ノ比較的紗キハロ話教

育遂行止幸ナルコトナラン．

欄筆スルニ臨ミ御指導御校閲ヲ賜リタル松田教授二深謝ス．
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